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潮汐に就き上古支那人の槻念（保料） 279
起し，月が中天に懸かる間此現象凹くも・月が傾けば水は段段冷却して濃
厚ミなり，最初の位置に戻らんSして流れが生すミいふて居る．マグナツ
ソン氏は氷野の上古史より潮汐の論を抜葦したが，至極滑稽の事がある．
新月の時は月は地球から太陽に至る道の丁度上にあるから，海が干るのを
許さないで其灘氣を地球に投ずるから新月には海水が膨起して所謂大潮を
生するものだ，しかし太陽が通り越せば再び太陽は其熟を海上に迭り，そ
のため海の膨起を減す，二月が太陽に反する位置にあれば何者も太陽の輻
射を遮らないから，海水は非常に熟せられて盛んに膨脹するこミ，丁度釜
の水が沸縢するEき瀬るε同様だミ云ふて居る．一腱太陽の輻射熟が月に
遮られて大潮を起し，叉熟の過剰によりて海水が膨起して大潮を起すミい
ふこざは，元來辻褄の合はない話だ．潮汐に署し上古の奇怪論を條條しく
云ふ必要はないが，一千七百二十二年にバルn一氏は潮汐の精査E題する
一書を著したが，其説に曰く，潮汐は元來地球雰園氣に及ぼす月の歴力に
外ならないε云ふた．心血は稻納得の出來るもので，二十年間其壽命が綾
いナこ．　　　　（理學界第五巻より）
垂架座新星の近況
1925年五月二十五日Watson氏の三見しt　Nova　Pictoris（「天界」第55號
第290頁，及び第56二二335頁英文欄）は，二見二三種々興味ある現象を見
せナこが，其の漸次光輝は衰へて行った．εころが，最近，此の星について
三つのニウスが傳へられて來た．即ち
（1）本年二月二十七日附のハーゾード速報はがき第55號に，南米Laplata
天文肇長J．Hartma皿氏からの電報が載ってみるが，其れは
　　　　‘‘Nova　Pictoris　diameter　one　second”（屠牛座新星に直径1秒あり）
　εいふのであって，之れは他の今までの新星にもあった通り，此の星が
　可なり著しい遊星形星雲に攣形しつつあるものらしい，
（2）ハーブード天文皇から本年三月一日附で嚢行されたBULLETI　N第
856に，Bloemfontein出張所長T．　S．　Paraskevopoulos氏は此の星が明ら
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　かに輪形星雲で包まれてるる事を報告してみる。観測は昨1927年九月二
　十二日，十月二十七日，同三十日，十一月十七日，1司二十五日，同二十
　六日に「10吋」Metcalf望遠鏡で撮影しteものである．尤も此の如き星雲
　歌のものが此の星の周園にあるらしいεいふこミは，Paraskevopoulos氏
　が未だArequipa出張所にみる日田ち1926年十月に疑ひを持ち始めたも
　のであるεいふ．
（3）去る三月二十九日，全國の日刊新聞は南阿Johannesburg天文塁より
　0）電報εして「Nova　Pictorisが二つに裂け，肚観を呈してみる」NSいふ
　ニウスを載せた．最近，Copenhagenより＄られずこ天文同盟回報第197號
　には，Yeoville天文皇から
　　　“Finsen　observed　Nova　Pictoris　to　be　double　star”
　εいふ電報を載せてみる．此の電文のままでは，少々了解し余ねる程奇
　抜な意味であるし，叉，此のニウスの根檬であるFinsenミいふ人ほ南
　阿ユニオン天文皇の皇員であるから，此の種の観測には経験のある入で
　あらうが，詳報が來るまでは眞意が制明しない．しかし，上記の事歌を
　考へ合せて見るε此の星の周園の星雲が夏に異常な護展を逡けて，燧に
　二重星ε見える程になったのだらう．
いつれにしても，不思議な新星にはいかにも有りさうな事件Sして，面白
い事である．巫者の中には先日の新聞電報を見て，驚かれた人も多からう
ミ思ふ．此等のニウスは旨々確かに「新星はプロミネンスの如き天膿雰：園
氣の珍現象なり」ξいふ自分の持論を裏書きするやうに見えて愉快である・
　此の面白い叢架座新星が，緯：度の都合上，我が日本の内地から見えない
南方の天にあるのは残念なこεである．しかし塁灘まで行けば見える．尤
も今直ぐは駄目であって，侮年十月（早曉）から翌年三月（夕暮）までの間，
南の地李線上，Canopus星の南10。，叉，蟄架za　Ct星の右下隣に見える筈で
ある．自分等は此の星の近況を聞く毎に，中口径の望蓮鏡を持って今直ぐ
にも忌垣の土地へ飛んで行きナこいやうな氣がする．（山本）
